
ＢＩＭ／ＣＩＭ・ＤＸ推進
河川ＷＧ



【Ⅲ】

設計
・

施工

④ＢＩＭ／ＣＩＭ活用【河川分科会・砂防分科会】
●ウェアラブルカメラ等による映像・

音声の双方向通信を使用して、遠隔臨場【営繕ＷＧ】

【Ⅱ】

調査
・

測量

②レーザ測深【河川分科会】
③ナローマルチビームによる測定【ダム分科会】
●ウェアラブルカメラを活用した

リモート現地調査【防災ＷＧ】
●ドローン調査の運用強化【防災ＷＧ】

【Ⅰ】プラットフォーム構築

・地図ベースの河川管理データ及び取得した３次元データを格納・利用するためのプラットフォーム(ＧＩＳ)
※各種情報を一元管理・共有、集計や資料作成等を可能とするプラットフォームとする.

関東地方整備局

・３次元データやＡＩ、新技術を活用し、各種業務の効率化・高度化を図る。

河川ＷＧ
グループ長 ：河川部長
副グループ長：河川調査官

河川分科会

◎地域河川調整官【全分科会統括】
河川管理課：課長・河川保全専門官
河川工事課：課長・課長補佐（河川）
水災害予報Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・水災害対策専門官
水災害対策Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・課長補佐
荒川下流河川事務所長
下館河川事務所長
荒川調節池工事事務所長
関東技術事務所長

ダム分科会

◎地域河川調整官【全分科会統括】
河川管理課：課長補佐（ダム）
利根川ダム統合管理事務所長

砂防分科会

◎総合土砂管理官
河川計画課：課長補佐（砂防）
河川工事課：建設専門官（ダム・砂防)
日光砂防事務所長

【河川ＷＧ】インフラＤＸ推進に向けた取り組み

◎分科会リーダー
●他ＷＧ取組内容（検討結果を踏まえ、河川ＷＧにおいても適用検討）

1

⑤ＵＡＶによる河川巡視・点検【河川分科会】
⑥ＵＡＶによる砂防施設点検【砂防分科会】
⑦ＡＩによる砂防施設の健全度判定【砂防分科会】
⑧越水・決壊センサー【河川分科会】
⑨ダム貯水池のデジタル管理【ダム分科会】
●車載カメラ映像の共有・リアルタイム化【道路ＷＧ】
●ＡＩによる舗装損傷の自動検知【道路ＷＧ】

【Ⅳ】

点検
・

管理

①３次元河川管内図【河川分科会】



各種データ・システム

関東地方整備局

【令和３年度】
• 河川部及び関東技術事務所において、３次元河川管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（サーバ方式、データ掲載方法等）の概略検討。
• 荒川下流河川事務所において、３次元河川管内図を作成し、維持管理への活用方法等を検討

○３次元河川管内図公開
○荒川ＤＸ勉強会

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

河川管理施設台帳

河川現況台帳

河川カルテ

重要水防箇所

完成図書

ＲｉＭaＤＩＳ

水害リスクライン

浸水ナビ

水理水文データ
ベースシステム

川の防災情報

３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ概略検討 ３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ詳細検討 ３次元管内図プラットフォーム構築

３次元管内図作成(事務所)

CCTV映像データ

etc

一元管理

連携

３次元河川管内図（イメージ）

現況管内図（平面図）

全河川運用開始

【河川ＷＧ】
ロードマップ

2

３次元データを活用し、管内図を立体的に表現するとともに、河川に関する情報を集約し、
一元管理することにより、誰もが理解しやすく、迅速なデータ活用を可能とする。

３次元管内図活用検討(事務所)

【Ⅰ】 プラットフォーム構築

ＤＸ ３次元河川管内図（イメージ）

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



• 関東地方整備局管内の３次元河川管内図（プラットフォーム）構築に向けた詳細検討を
実施。

• ３次元河川管内図と既存システム・ＤＢとの連携の一環として、河川現況台帳のデジタ
ル化、RiMaDISへの導入・連携方法等を検討。

Ｒ４実施目標

関東地方整備局

・河川現況台帳、水利台帳のデジタル化基本方針、活用方法、作成・入力方法などを検討

※特記事項

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

3

【Ⅰ】 プラットフォーム構築

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

３次元河川管内図
関東地方整備局統一版
詳細検討

既存台帳デジタル化
RiMaDIS導入・連携検討

広報計画

Ｒ４実施計画

荒川DX 勉強会（６／７（火））

適宜実施
• 荒川ＤＸ勉強会の開催
• 荒川３Ｄ管内図のバージョンアップ情報などをＨＰで公開



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

4

【Ⅰ】 プラットフォーム構築

 河川現況台帳のデジタル化、RiMaDISの導入・連携方法等の検討結果をもとに、３次元河川
管内図と既存システム・ＤＢと連携したプラットフォームの構築を進める。

河川現況台帳の調整・保管状況⇒紙台帳として作成、保管 河川現況台帳のデジタル化

台帳の調整（入出力）をデジタル化

before

after

デジタル化した河川現況台帳を
RiMaDIS（河川管理データベース）へ導入

デ
ジ
タ
ル
化

導入・連携

3次元河川管内図を基図とした
データプラットフォーム

 点検結果など各種データの一元管理

 可視化した状態で共有が可能

 関係者間の意思疎通が円滑化

 場所・時間を選ばずに確認可能

河川に関する情報を集約した
データプラットフォーム構築



関東地方整備局

３次元データの取得
・定期縦横断測量時（５年に１度）にレーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。

【令和３年度】
• 定期縦横断測量実施河川（鬼怒川・小貝川）において、レーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

定期縦横断測量（５年に１回）時に点群測量実施（全河川事務所） ※令和６年度迄に全河川データ取得

従来の測量では測点［●］のみデータがあったが、
レーザにより測点間の堤防高の把握も可能に。

【河川ＷＧ】
ロードマップ

5

航空レーザ測深による堤防高把握（イメージ）

３次元データ取得年度

利根川上流部 令和２年度

利根川下流部 令和４年度予定

霞ヶ浦 令和４・５年度予定

江戸川 令和２年度

中川・綾瀬川 令和２年度

渡良瀬川 令和元年度

鬼怒川 令和３年度

小貝川 令和３年度

烏川・神流川 令和２年度

荒川上流部 令和２年度

荒川下流部 令和元年度

多摩川 令和２年度

鶴見川 令和５年度予定

相模川 令和６年度予定

那珂川 令和２年度

久慈川 令和２年度

富士川・笛吹川 令和２年度

DX

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



• 定期縦横断測量実施河川（利根川下流部・霞ヶ浦）において、レーザ測深（点群測量）
を実施し、３次元データを取得。

関東地方整備局

• 定期縦横断測量（５年に１度）時に取得。
• 霞ヶ浦は北利根川、外浪逆浦、常陸川、鰐川を対象として実施。（北浦Ｒ３済、西浦Ｒ５～６予定）

DX

ＷＬＢ

Ｒ４実施目標

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

定期縦横断測量
• 利根川下流部
• 霞ヶ浦

Ｒ４実施計画

※特記事項

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

6



関東地方整備局

【令和３年度】
• 藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、八ッ場ダム、五十里ダム、川治ダム、二瀬ダム、宮ヶ瀬ダムにおいて、ナローマル

チビーム測深による測定を実施し、３次元データを取得。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

貯水池３次元データ取得・蓄積

従来:シングルビーム測量（測点毎）

貯水池３次元測量完全移行

デジタル管理検討

水面下の堆砂状況を面的に測定・把握

【河川ＷＧ】
ロードマップ

ダム貯水池において、水中部の３次元データ取得のためナローマルチビーム測深を実施する。

7

３次元データの取得（ナローマルチビーム測深）

シングルビーム ナローマルチビーム

線的にデータ測深 面的にデータ測深

扇状に複数の
音響ビーム発射

直下に一点のみ
音響ビーム発射

ＤＸ

測点毎の横断測量（データ）であり、堆砂傾向
については測点毎の比較しかなく、「どこに」
「どれだけ」堆砂したかの把握が困難。

測線（測点）のみ把握可能

DX

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

• ナローマルチビーム測定を実施し３次元データの取得・蓄積を実施。
（令和3年度から継続）

Ｒ４実施目標

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

貯水池堆砂測量
• 藤原ダム
• 相俣ダム
• 薗原ダム
• 八ッ場ダム
• 五十里ダム
• 川治ダム
• 二瀬ダム
• 宮ヶ瀬ダム

Ｒ４実施計画

※特記事項

・毎年実施

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

8

DX



関東地方整備局

【令和３年度】
・荒川下流河川事務所「荒川ＤＸ勉強会」で３次元河川管内図へ３次元完成図を取り込むデジタルツインを検討。
・下館河川事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事の完成データを維持管理データ（３次元）へ登録・活用する方策検討。
・荒川調節池工事事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ等３次元データの利活用方策検討

※ＢＩＭ／ＣＩＭデータ公開［5/31］ → 新たな発想等の掘り起こし。
・日光砂防事務所（法面対策工事）において試行。施工時に３次元測量実施し、CIMによる施工効率化を検討。

※建設業協会と整備局職員のDX勉強会［7/28］，ICT施工・CIM活用取組 現場講習会［10/16予定］
・利根川水系砂防事務所（地すべり対策工事）において試行。

※ICT施工・CIM設計・遠隔臨場現場学習会［7/5］

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事実施

設計・施工（起工測量）に３次元データを活用

全ての詳細設計・工事でＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

３次元データ活用方策検討

【河川ＷＧ】
ロードマップ

３次元データを活用し、設計から工事の出来形管理、工事検査を行うとともに、工事の完成データ（完成
図書）の３次元河川管内図への登録を行う。

9

ドローン等による
３次元測量

出来形確認・検査
ＩＣＴ建設機械

施工
設計・施工計画 維持管理への活用

【Ⅲ】設計・施工

完成データ（３次元）プラットフォーム登録設計・施工（起工測量）に３次元データを活用

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

Ｒ４実施目標

• ＢＩＭ／ＣＩＭ工事、詳細設計実施（３次元データの活用）
• 荒川調節池におけるＣＩＭ工事にて、詳細設計業務成果から工事完成図書までの一連の

ＣＩＭ活用における課題を把握・検証し、河川工事へのＣＩＭ活用の展開に活かす
• 山地部での崩壊地対策工事（砂防工事）にて、衛星通信を利用した遠隔臨場を試行

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用
工事・詳細設計

衛星通信を利用した
遠隔臨場（砂防工事）

広報計画

• 特に土工事（築堤、掘削工事等）におけるCIM活用の課題を把握・検証。
• 先進的事務所の取り組み状況を他事務所にも共有し、河川工事へのCIM活用の課題等を共有し、展開に

向けての課題解決策を検討。
• 通信環境が整備されていない山地部での工事地域において、衛星通信環境を整備し、遠隔臨場等の試

行・効果検証を実施（Ｒ４～Ｒ６年度）

※特記事項

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

10

DX

Ｒ６まで実施予定

砂防_ICT施工現場実演会
(８月頃)

砂防_CIM活用勉強会
(１１月頃)

砂防_講習会
（７月頃)

【河川】

【砂防】

※河川工事については調整中
（１０～３月頃）



関東地方整備局

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

DX

 河川工事におけるＣＩＭ適用による生産性向上及び出来形・品質管理の高度化の事例
 これまでの取組状況から得られた活用に際しての課題対応方針、メリット・デメリット等

の情報を各事務所へ共有して、３次元データ活用の取組をすすめる

11
出典：土木学会 令和３年度 技術賞受賞 『H29-32荒川宗岡副水路樋管新設工事』

発注者：荒川上流河川事務所 受注者：大成建設（株）



関東地方整備局

【河川ＷＧ】
ロードマップ

12

従来の河川巡視 ＵＡＶによる河川巡視・点検、情況把握
ＡＩによる異常の検出

ＤＸ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

・監視から異常発見までを自動化することにより、
河川巡視・点検、情況把握の高度化・効率化が可能。

・人が近づきにくい箇所の状況も安全に把握。

ＵＡＶによる撮影

変状把握

パトロール車等による目視巡視

不法行為把握

（ＡＩによるゴミ等の自動判別）

観測から異常・変状
箇所の把握までを自
動化

【令和３年度】
• 撮影条件（高度、速度、撮影角度）を調整し、現地に実証実験を実施

※高画質（４Ｋ）のズーム・ワイド録画飛行

・河川における巡視・点検及び災害時の情況把握をＵＡＶ（自律飛行）で実施し、撮影された映像をＡＩ
（画像解析）で異常を判断することで、省力化・高度化をはかる。

ＵＡＶ自律飛行撮影検証

ＵＡＶ自律飛行による河川巡視・点検の実施

河川巡視規定改定
ＵＡＶ・画像解析技術を用いた

河川巡視検討

運用開始

ＵＡＶによる河川巡視・点検
の実施（L1・L2相当）

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

Ｒ４実施目標

• 「ＵＡＶ等を活用した河川巡視の手引き（案）」に基づくＬ１、Ｌ２相当の河川巡視を
実施

• 河川巡視規程例に規定されている河川巡視項目について、ＵＡＶ・画像解析技術等を用
いた河川の巡視方法の可能性について検討する。

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

ＵＡＶによる河川巡視
の実施（L1・L2相当）

ＵＡＶ・画像解析技術
を用いた河川巡視検討

※特記事項

• 河川巡視・点検を補完すべく、人の立ち入りが困難など従来の方法では確認が難しい場所において、
試行可能な箇所からＵＡＶを活用した河川巡視・点検を実施

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

13



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

 立ち入りが困難な箇所「ＵＡＶ等を活用した河川巡視の手引き（案）」などにおいて河川
巡視・点検を補完すべく、可能な箇所からに基づくＬ１、Ｌ２相当の河川巡視を実施

 河川巡視規程例に規定されている全ての河川巡視項目について、ＵＡＶ・画像解析技術等
を用いた河川の巡視方法の可能性について検討する。

■河川巡視・点検での活用（試行例）

14

北浦において「堤脚保護工の変形(堤脚水路)」を対象とし、ＵＡＶ
及びＡＩを用いた点検が可能か判断するため、現地での試験を実施。

• 可能な箇所からＵＡＶを活用した巡視・点検を実施
• ＵＡＶ適用の可能性のある項目について詳細検討
• ＡＩ変状判定の精度向上（教師データ収集）

■河川巡視項目の可能性について検討

河川巡視項目（一部抜粋）のＵＡＶ適用の可能性

※変状箇所の未検出や誤検出などを確認
更なる精度向上が必要

＜霞ヶ浦河川事務所＞



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
参考

15

 革新的な技術の現場導入や3次元データの活用などを進めることで、生産性が高く魅力的な
新しい建設現場の創出を目的に“現場ニーズと技術シーズのマッチング”を行っている。

 人力施工にて実施している急勾配での堤防除草において、安全かつ効率的に作業員の負担
軽減をはかるため、無人化・遠隔化操縦による機械除草技術を公募し、マッチングが成立

 マッチングが成立した３社の「急勾配でも除草できる無人化・遠隔化技術」を実装した草
刈り機により、現場において試行調査を実施

従来作業方法：人力施工

【求める技術とスペック】
○法勾配1:1.9未満の箇所での無人化・遠隔化による機械施工
○刈取り高10㎝程度の施工が可能な技術
○日当たり施工量680㎡以上の除草作業が可能な機械施工
○低騒音機械または電動機械
○障害物（構造物等）・人の接近を検知し停止すること

（無人化の場合）
○飛び石対策がされた機械
○天端幅員が狭い堤防斜面でも施工可能な技術

（天端幅員概ね5ｍ以下を想定）
○法尻が狭い堤防斜面でも施工可能な技術

（法尻概ね1ｍ以下を想定）
○転倒・滑り防止対策がされた機械
○ゴミ（空き缶・ﾋﾞﾆｰﾙ等）、流木等巻き込み対策がされた機械

【ニーズ概要】
近年、河川維持に係る作業員の減少、高齢化が進んで
いるが、急勾配（法勾配1：1.9未満）箇所での堤防除
草は、肩掛け式による人力施工にて実施している。
急勾配箇所での除草作業は、Ｒ１年度より飛び石事故
防止対策として「上下刃逆回転式機械」の使用を推奨
しているが、機械重量が大きいことから作業上の危険
性が高く、従来式機械よりも作業効率が劣ることが報
告されている。
更に堤防除草については夏場作業になるため、熱中症
対策も求められ、作業員の負担は大きくなっている。
そのため、急勾配でも安全に、かつ効率的に作業員の
負担を軽減できるような、無人または遠隔操縦等によ
る機械除草技術を求める。

UNIMOWERS
（傾斜地でパワフルに使える電動草刈り機）

株式会社ユニック

中山間地域の急斜面での除草に向けた
遠隔操作草刈り機の提案

株式会社石井製作所

KaruCraw（カルクロウ）
～河川堤防除草向けカスタマイズ人とロボットの共生・協創作業～

インダストリーネットワーク株式会社

① ② ③

① ② ③

令和4年6月1日
渡良瀬川河川事務所

奥戸町防災ステーション
において実施



関東地方整備局

【令和３年度】
• 富士川砂防事務所において、ＵＡＶによる施設点検の試行。有用性と課題の抽出。

【河川ＷＧ】
ロードマップ

従前の施設点検

砂防施設点検の省力化のために、自律飛行を含めＵＡＶによる施設点検（撮影）を実施する。

現地にて、写真撮影、計測を実施

ＤＸ ＵＡＶによる施設点検

16

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所）

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所以外）

運用開始（令和7年度までに全砂防事務所で運用開始）

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

• 令和３年度に作成した点検計画（案）を基に点検を試行し、ＵＡＶの活用による効果を
検証。

• 受発注者双方においてＵＡＶの活用を推進し省力化を図るため、ＵＡＶによる施設点検
に関する取り組みについて試行結果等を１２～１月頃にホームページで公表。

Ｒ４実施目標

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

施設点検の試行

点検計画（案）の作成

広報計画
（ホームページ公表）

※特記事項

• 富士川砂防事務所の対象渓流において、ＵＡＶを活用した施設点検を試行。

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

17

試行結果を基に、計画(案)を見直し＆改善

試行結果等をＨＰで公表
（１２～１月頃）



関東地方整備局

【令和３年度】
• 河川部において、データの取りまとめ、施設管理手法、適用性検討。

施設点検時の写真をＡＩの画像解析技術により変状を抽出し、健全度を判定することで、施設管理の省力
化・高度化、点検作業の安全性向上を図る。

【河川ＷＧ】
ロードマップ

ＡＩ画像解析による変状抽出従来の砂防施設の健全度判定

現地で損傷を計測・写真を撮影して、
人の目で変状を判断。

ＤＸ

18

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＡＩによる画像解析の試行。課題抽出 運用開始

システム構築

施設点検マニュアル改訂案の検討

AI画像解析

①学習

②特徴抽出

③未分類の画像

⑤検出・分類

④特徴の照合

ひび割れ摩耗

既往の
点検結果画像

変状レベルC変状レベルB

変状レベルA

判定：摩耗
変状レベルB

新たな
点検結果画像

摩耗検出

学習データ（例）

摩耗 摩耗

ＡＩによる検証結果例

着色部分が検出した箇所

※Ｒ３年度実施状況

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



• データの取りまとめ、施設管理手法、適用性検討
• 学習データを拡張し、変状検出の精度向上を図る
→ 昨年度のＡＩによる画像解析では、変状の誤検出・見逃しが課題として明らかに

なったため、現地調査を踏まえた学習データの拡張などにより、さらなる精度向
上を図る。

関東地方整備局

Ｒ４実施目標

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

学習データの
収集・拡張

解析モデルの検討

※特記事項

• 現地調査等により、ＡＩ画像解析に適した画像取得方法の検討を行う。

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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DX

ＷＬＢ

現地調査等による
ＡＩ画像解析に適した画像取得方法の検討



関東地方整備局

【令和３年度】
• 令和元年東日本台風時に決壊した河川を対象に現地にて試験運用。

※那珂川・久慈川（常陸河川国道事務所），入間川流域（荒川上流河川事務所）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

堤防に高密度に設置したセンサーの情報から、越水や決壊の迅速な検知が可能。

現地にて試験運用 本運用（那珂川・久慈川，入間川流域） ※他河川への展開検討

【河川ＷＧ】
ロードマップ

従来の確認状況

巡視による現地確認

センサーによる越水・決壊の把握ＤＸ

20

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

Ｒ４実施目標

• 久慈川、那珂川及び入間川流域において、運用を開始（出水期より）
• 運用開始により、災害時に広く利活用していただくため、実務担当者を対象に現場見学

会を開催する

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

越水・決壊センサー
久慈川
那珂川
入間川流域(越辺川)

(都幾川)

広報計画
（現場見学会）

※特記事項

• 運用を開始し、得られた知見・課題等を整理

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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運用開始

現場見学会（１１月頃）



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

【令和３年度】
• 藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、八ッ場ダム、五十里ダム、川治ダム、二瀬ダム、宮ヶ瀬ダムにおいて、貯水池３次

元データを取得

デジタル管理試行

３次元データを活用した、面的管理が可能となり、詳細な堆砂状況を把握することが可能。
また、斜面崩落時に迅速な被害状況の把握が可能。

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ検討・構築

３次元データ取得・蓄積 本運用

【河川ＷＧ】
ロードマップ

22

従来：測量データ ＤＸ ３次元データ デジタル管理

３次元データの蓄積・管理 横断図の作成、経年データも容易に。

（活用イメージ：堆砂差分図）

経年データより作成

二期分のデータより差分図を作成、堆砂箇所、傾向を把握

（活用イメージ：堆砂差分図）

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更が生じる場合があります。



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

Ｒ４実施目標

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

貯水池堆砂測量
• 藤原ダム
• 相俣ダム
• 薗原ダム
• 八ッ場ダム
• 五十里ダム
• 川治ダム
• 二瀬ダム
• 宮ヶ瀬ダム

※特記事項

• ３次元データ取得、蓄積

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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• 令和３、４年度のダム貯水池の３次元データより差分図を作成。



関東地方整備局

 職員、業界関係団体、行政関係者等による講習会や、ＣＩＭデータを活用した住民説明会を
開催するなど、広報を積極的に展開

■鬼怒川ダム統合管理事務所＜3次元データを活用した広報＞■荒川下流河川事務所＜荒川ＤＸ勉強会＞

■荒川調節池工事事務所＜3次元データの利活用、説明会など＞

ＢＩＭ/ＣＩＭインフラＤＸ推進河川ＷＧ 広報の取組事例

24

「五十里ダム施設改良工事」の施設説明で３次元データを活用した動画を作成。
youtubeや五十里ダム資料館において動画を放映中。

■日光砂防事務所＜建設業協会との共同講習会＞

DX（ICT施工・BIM/CIM）への理解促進、普及推進を目的として、
(一社)栃木県建設業協会と共同で「DX(ICT施工・BIM/CIM)推進講習会」を開催

第2回講習会 ＜令和3年10月14日＞第1回講習会 ＜令和3年7月28日＞

• 関東地整におけるインフラ分野のDX
動向について

• ICTアドバイザーから土木工事デジ
タル化のすすめ

• 施工者から崩壊地対策工事でのICT
施工・CIM活用の紹介

• 設計コンサルタントから砂防工事に
おけるCIM活用手法の紹介



河川ＷＧ ＤＸ推進に向けた取り組み状況の公表
（関東地整ＨＰ R4.6.7時点掲載状況）

２５


